
10Taiho Kogyo Report9 Taiho Kogyo Report

アンケート
調査

（　　　　　　　　）

顧客満足度調査のフロー

●コーポレート・ガバナンス

コーポレート・ガバナンス お客様との関わり

当社はコーポレート・ガバナンスを「株主に代わって、経営
の効率性や適法性等をチェックする仕組み」であるととら
え、監査役会、取締役会を設置しています。
当社の監査役会は社外監査役３名を含む５名体制であり、
取締役の業務執行の監視による経営判断に対する牽制的
役割を担うなど、経営管理体制のチェックができる仕組み
になっています。

取締役会では法令で定められた事項のほか、経営に関する
重要事項の意思決定と取締役の監督機関と位置付けてお
り、重要事項については、常勤役員会にて十分な審議を
行った上で取締役会に上程することにしています。
また、当社は社外取締役を1名選任しており、経営意思決定
の透明性を高めることで、コーポレート・ガバナンスの強化
を図っています。

大豊工業の社員として、社会から信頼される企業であるた
めに社員一人ひとりが常に心がけなければならない「社会
的良識に従った誠実な行動」の指針を、会社として掲げて
います。

当社では、倫理・法令上の相談窓口「ホットライン」を設置し
ています。
また、従業員に対して困り事や悩み事を受け付ける「困り
事相談窓口」も設置しています。

大豊工業の内部統制機能を補完する仕組みの一つとして、
企業倫理と法令等の遵守を徹底するため、当社ではコンプ
ライアンス体制を構築しています。
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大豊社員の行動指針（概要）
（1）人権の尊重
（2）社会的良識に従った行動
（3）大豊社員としての自覚
（4）職務への専念
（5）チームワークの発揮
（6）安全・衛生の確保
（7）機密情報の適切な管理と漏洩の防止
（8）不正行為の禁止

◆大豊社員の行動指針

当社の製品を特許権で確実に保護するため、特許管理推
進体制を構築しています。

◆知的財産の保護

◆コンプライアンス委員会

◆相談窓口の設置

コンプライアンス委員会

コンプライアンス推進会議

内部通報制度(ホットライン)

定着浸透度チェック

取締役、常勤監査役、
顧問弁護士、労働組合執行委員長

コンプライアンス推進委員

コンプライアンス体制●保有国内特許権：153件 ●保有外国特許権：235件
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●さらなる品質向上活動

●市場のニーズに応える営業活動

当社の経営方針であるVISION2015達成を目指し、グ
ローバルな展開を推進していくために、 「顧客第一」や「法
令遵守」を織り込んだ方針としています。
大豊グループへ展開を図り、グループ一丸となってさらな
る品質向上活動に取り組んでいきます。

当社の営業活動では、あらゆる地域・市場の顧客ニーズをと
らえ、大豊グループが持つ技術、製品を最大源に活用して、
お客様へ新たな価値を提案していくことを考えています。

活動の指標（KPI）

当社の製品を納入させていただいているお客様の声や
潜在的ニーズを、製品・技術・サービスに反映し、満足して
いただける品質を継続的に提供していくために「顧客満
足度調査」 を実施しています。

◆顧客満足度調査

改善策の
実施

お客様のご指摘や
評価結果を基に改善策を実施

調査結果の
解析

現状の問題点、弱点を認識現地へ訪問し
お客様の生の声を調査

顧客満足度

会社方針、
重点方針へ反映
解析結果を反映

当社では品質向上活動の一環として、顧客納入不良ゼロを目
指す活動を推進しています。
現地現物による真因追求活動を図り、工程内不良 “ゼロ”、流
出不良 “ゼロ” を目指した活動を継続しています。

お客様のニーズを先取りして自ら提案するこ
とで我々の商品の価値をお客様にお買い上
げいただき、お客様へも会社へも利益をも
たらすのが我々の役割です。
我々が提供させていただく全ての製品にお
いて全社一丸となってお客様の期待とニー
ズにお応えすることで「信頼の大豊」にふさ
わしい評価を得るべく進めてまいります。

営業部
部長

吉井 利治

「営業活動の向上に向けて」

次代の大豊 <テーマ 営業>

軸受事業では、燃費向上等、付
加価値を高めた提案を行い、
お客様の満足度向上に努め、
シェア拡大を進めています。
今後もトライボロジーの専門
メーカーとして価値の向上を
目指します。

◆拡販活動の取り組み

「品質基本理念」の実現に向けて、設計から
製造までのプロセスにおいて品質を保証で
きる仕組みの一層の構築、海外グループ会
社を含めた全社一丸となった品質保証の強
化を推進しています。

品質保証部
部長

橋爪 克幸

次代の大豊 <テーマ 品質>

品質基本理念
「顧客第一」に徹し、顧客に満足される
「品質」を継続的に提供する。
品質基本方針
１．関連する法令と規制を遵守し、これらを先取りした、
付加価値のある新製品を顧客に提供する。

２．顧客ニーズを満たす商品を生み出し、顧客に満足
いただける品質を確保・提供する。

３．品質マネージメントシステム（ＱＭＳ）の継続的な
改善を図り、効果的な品質保証活動を推進する。

当社は世界の自動車メーカーが世界の統一規格として認
証取得を推奨している品質マネジメントシステム規格
「ISO/TS16949： 2009」を取得しています。

◆ISO／TS16949 ： 2009の認証取得

「全員参画」をスローガンに、他部署とともに日常
管理徹底の活動を重点に推進しました。
不具合の防止には、日常での作業観察や、観察に
よって得られた課題の改善のサイクルを回すこと
が大事であることを学びました。
苦労の甲斐あり、改善を行ったテーマからの再発
は現在もなく、改善できたことをうれしく思います。

品質保証部
倉地 宏明

正しい事実の調査

トランスミッションの新プロジェクトにおいて、コス
ト低減が求められる中、新規アルミ材の提案を行
い、新規部品の受注に成功しました。
従来の銅材より、コストの安いアルミをベースとし
た高性能材の開発には、立ち上げまで課題もありま
したが、全社一丸となり乗り越えることができました。
それにより、お客様のコスト低減にも寄与すること
ができたと思います。

営業部
鈴木 雄太

新材料軸受の拡販

大豊グループ全体の品質レベル向上を目指し、役員が
率先して国内工場、国内グループ各社の製造現場に赴
き、品質向上活動の一環として点検会を継続して行って
います。

◆グループ品質点検（継続活動）

エンジンベアリングのシェア 
拡大のイメージ

※当社調査に基づく

（年度）2009 2013 2015

トップシェアへ

20%17%

常務執行役員
執行役員
理事
部長


